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大森山動物園

　私が大森山動物園に勤務するようになって約３年。そ
の間、新サル舎の建設という大きな事業に関われたこと
は、担当者の一人としてなかなかできない良い経験をさ
せていただきました。新しいサル舎は、アフリカ系のサ
ルをメインに、は虫類や鳥類など、様々な動物が快適に
暮らし、来園者が楽しく観覧、休憩できる施設を目指しま
した。昨年10月に建物が完成し、展示施設としてはこ
れからがスタートですので、末永く来園者に利用してい
ただける施設になってくれれば良いなと思います。
 （土佐）

８／８ 新型コロナウィルスのために色々なイベントやふれあいコーナーが中止
になっており残念です。また再開したら参加したいです。

９／４ キリンの赤ちゃんを生まれて初めて見ることができました。人工哺育が
上手く行き、スクスク育つことを祈っております。

９／17 「動物園で働く人」に注目した掲示、イベントもぜひやってほしい。

10／31 動物を近くで見られて楽しい。もうすこし動物の展示場のガラス部分が
きれいだと、よく動物を見られると思う。

11／22 コロナに負けないで！！来年も楽しみにしています！！！

11／28
仕事が休日の日、来園させていただいています。一日または数時間、動
物たちを見ていると日常のいやなことなど忘れます。平和な気持ちにな
れます。感謝しています。

８/１ キリン カンタ♂を展示場、リンリン♀をパドック、仔♂をサブパドッ
クにて放飼する。

８/４ トナカイ 塩曳潟での放牧開始。
８/７ フラミンゴ ２ペアの産卵確認。
８/11 ライチョウ まめこ♀ 跛行と熱感のため抗生剤・痛み止め内服。
８/13 キリン リンリン♀と仔♂ 同居訓練。

８/14 ロップイヤー ゆず♀ 左前肢の脱毛、菌による可能性あり。抗真菌剤
を塗布。

８/18 キョン 親子（７日齢）をオープン放飼。
８/20 ライチョウ まめこ♀ 重度の寄生虫感染確認。

８/22 カピバラ マカロニ♂（去勢） 胸に若干の脱毛と赤みあり。抗真菌
剤を塗布。

８/23 キリン 仔♂ 室内に収容後、突然馬栓棒に向かって走り下段
の馬栓棒をまたぐ。

８/24 コモンマーモセット 性別不明２頭 出生。

シンリンオオカミ シン♂ 室内出血痕あり。右後肢のナックリングでできた
擦り傷からの出血だと思われる。

９/１ トナカイ 塩曳潟での放牧終了。閉園後に展示場へ戻す。

９/２ キリン 仔♂ 授乳の間隔が短いと哺乳拒否に繋がりやすく、１日
４回から３回に変更。

９/５ ケヅメリクガメ ゴダイ♂ 呼吸音の異常あり。鼻水が詰まっている可能
性あり。明日から投薬予定。

９/９ ノドジロオマキザル エディ♀ 性別不明１頭出生。のちに性別♂と判明。
９/10 ノドジロオマキザル 仔♂ 動きに異常なし。授乳確認するが量は確認できず。
９/13 アフリカタテガミヤマアラシ ウェルカム動物舎工事中の退避展示場への馴致訓練。
９/14 ノドジロオマキザル 仔♂ 死亡。
９/16 マーコール クルミ♀ 削痩。個別給餌のため、隔離飼育を開始。
９/19 エミュー ケー♂ 左脚跛行。消炎剤塗布で対応し、経過観察。
９/21 カリフォルニアアシカ 採血トレーニングを実施。

10/１ シバヤギ 信濃丞♂ 朝、自力での起立不可。日中、担架での起立補
助、採食やや良好、排尿あり。夕方、自力で起立。

10/７ アフリカゾウ だいすけ♂ 外に出ず、３日から終日室内展示が続いてい
る。鎮痛剤、下剤などを毎日内服。

10/12 ニホンリス シュウ♂ 死亡。

10/13 レッサーパンダ ケンシン♂ 右鼻梁少量排膿。
ゆり♀と小百合♀ 30分程度の同居展示。

10/18 ライチョウ まめこ♀ 両足裏、腹下ワセリン塗布。右足裏趾瘤症治
療薬を塗布。

10/20 ユキヒョウ リヒト♂ 15回目の採血実施。
10/21 チリーフラミンゴ ヒナ（９月13日生）のくちばしが曲がってきている。

10/25 アフリカゾウ だいすけ♂ 寝室清掃後、リリー♀の寝室から動かず、部
屋を逆に収容。

10/27 キリン カンタ♂ 血中のリンの値低下。
10/28 アフリカゾウ だいすけ♂食欲なし。アタック行動あり（～10/29）。
10/30 シンリンオオカミ シン♂ 首が右へ傾く様子が目立つ。

10/31 アフリカゾウ だいすけ♂ やや歩行困難、軟便、左牙周囲腫脹。
消炎鎮痛剤・胃粘膜保護剤内服（～11/５）。

11/２ クジャク 鳥インフルエンザ対策のため、全羽を小屋に収容。
11/３ チンパンジー コタロウ♂とルイ♀ 同居。
11/５ シバヤギ 信濃丞♂ 自力で数歩の歩行あり。
11/10 アフリカゾウ だいすけ♂ 状態安定、採食良好。

キリン ケイタ♂ 授乳を１日３回から、２回に変更。

11/11 プレーリードッグ ８頭群を新しい展示場へ展示する。

11/13 レッサーパンダ ひなた♂ 右耳殻内に噛み傷と思われる新しい傷あり。
ゆり♀ 右耳殻内にひなたと同様の傷あり。治りかけ。

11/14 チンパンジー ボンタ♂ 射精。採精できず。
11/15 フクロテナガザル パパイヤ♂とワタル♀ お見合い実施。関係良好。

11/16 ツキノワグマ バッケ♂ 搬出前日のため絶飲絶食。ルビー♀も同室の
ため絶食。 

11/17 シンリンオオカミ シン♂ 右後肢ナックリング状態。非展示で投薬開始。

11/18 ケヅメリクガメ ミコ♀ 16日から食欲無く、少量採食。午後、Ｘ線撮影、
温浴、尿酸の排出あり。

11/20 ラマ アンズ♀ 呼吸が速い。
11/22 トナカイ ルイ♂ 両角が落角。24日にルドルフ♂も両角が落角。
11/23 シンリンオオカミ シン♂ 本日から展示再開。
11/24 ホンドタヌキ 糞場で条虫を確認。明日、駆虫薬を内服。
11/25 エリマキキツネザル ３頭を新サル舎へ移動。

ラマ アンズ♀ 抗生剤の内服開始。
11/26 シバヤギ 信濃丞♂ 起立不能。採食が減退。声掛けへの反応鈍い。

キリン カンタ♂ 便状悪化。夜間分が牛糞状、朝は下痢。日中
は緩い牛糞状まで回復。

12/１ フクロテナガザル パパイヤ♂とワタル♀ 同居訓練を開始。
12/５ アムールトラ カサンドラ♀ 採血トレーニング。

フクロテナガザル 同居訓練時に交尾行動を確認。

12/８ ミーアキャット 川原群♀ レントゲン検査。妊娠の可能性あるため、部屋
に産箱を設置し、隔離飼育。

12/９ ワオキツネザル Ｂ群（15頭）を新サル舎へ移動。メスへは発情抑制剤挿
入処置を実施。

12/14 アカカンガルー フレンドール♀ 右頬に腫れあり、よだれも確認。抗生剤
の筋肉注射を実施。

プレーリードッグ オクレ♂ 削痩のため触診・レントゲン撮影。

12/15 キリン カンタ♂ 午後から便状悪化。下痢。夕方震えあり。ペレッ
ト採食不良。

12/16 ニホンザル 性別不明１頭 死亡（暴風雪のため回収できず）。
コモンマーモセット おまめ♀ 鼻水、顔の黄疸を確認。抗生剤を投与した。

12/17 ツキノワグマ コゴミ♂とルビー♀ 本日より冬ごもりを開始した。

12/19 アライグマ アライくん♂ 前日の餌を半分残す。夕方に胃液を吐き、
食欲不振。

12/21 ニホンイヌワシ 第２ペア巣内へ直接巣材を投入。
12/22 アフリカタテガミヤマアラシ ハルマキ♂とチョモ♀ 交尾確認。

キリン ケイタ♂ 本日から授乳回数を１回に変更。１月25日で授
乳終了する予定。

アライグマ アライくん♂ 朝、死亡を確認。
12/24 ライオン マンゴー♀ ３日間排便ないため、下剤内服。

ニホンイヌワシ 第１ペア、第２ペア 数回の交尾行動あり。
12/25 ムツアシガメ・オオハシ 新サル舎へ移動。

12/26 シバヤギ ヤムチャ♀ 他個体に複数回頭突きされ転倒。伏臥からは自
力で起立するが、横臥から伏臥に戻れない。

シマフクロウ 愛花♀ 採血・健康チェック。
12/27 シバヤギ ヤムチャ♀ 朝、死亡を確認。

ホシガメ・イグアナ 新サル舎へ移動。

12/29 キリン カンタ♂ 午前中に黄緑色の鼻水が多量に出ていた（午
後は見られず）。

12/30 ホオアカトキ ♀１ 死亡。

お客さまの声

飼育日誌


